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【公開番号】特開2021-37409(P2021-37409A)
【公開日】令和3年3月11日(2021.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2021-013
【出願番号】特願2020-205450(P2020-205450)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月7日(2021.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　判別条件の成立に基づいて、判別を実行する判別手段と、
　その判別手段の判別結果を示すための第１の識別情報を表示可能な表示手段と、
　その表示手段において前記第１の識別情報を動的表示させてから前記判別手段の判別結
果を示すための前記第１の識別情報を表示させることが可能な動的表示手段と、
　前記表示手段に、特定の判別結果に対応する前記第１の識別情報が表示されたことに対
応して、遊技者に有利となる特典遊技を実行する特典遊技実行手段と、を有した遊技機に
おいて、
　前記特典遊技が終了した後の遊技状態として、第１遊技状態と、その第１遊技状態より
も遊技者に有利な第２遊技状態と、を少なくとも含む複数の中から１の遊技状態を設定す
る遊技状態設定手段と、
　所定の報知を実行可能な第２の識別情報を少なくとも表示可能な複数の表示領域と、
　前記判別手段の判別が実行されたことに基づいて、前記複数の表示領域のうち一部の表
示領域を用いて前記第２の識別情報を動的表示させ、当該第２の識別情報の動的表示にお
いて所定の表示領域に対して予め定められた特定の識別情報を表示させることで前記特定
の判別結果となったことを報知し、前記複数の表示領域に対して予め定められた特定の組
み合わせの前記第２の識別情報を表示させることで前記特典遊技が終了した後の遊技状態
が前記第２遊技状態となることをも報知することが可能な表示制御手段と、を備え、
　前記表示制御手段は、前記判別手段の判別結果が前記特定の判別結果となった場合に、
当該特定の判別結果を報知するための前記第２の識別情報が動的表示される期間である第
１期間に連続する期間であって前記特典遊技が実行される期間のうちの少なくとも一部で
ある第２期間において、前記複数の表示領域に前記第２の識別情報が停止表示された状態
となるように表示制御可能であり、
　前記遊技機は、
　前記第２期間における演出として第１演出を実行する第１演出実行手段と、
　前記第２遊技状態における演出として、前記第１演出が実行されている場合に示される
遊技と同一の遊技を遊技者に示すことが可能な特定演出態様を少なくとも含む第２演出を
実行する第２演出実行手段と、
　前記第１期間において表示された前記特定の識別情報に対応する情報が、前記第２期間
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において前記複数の表示領域のうち一部の表示領域に表示された状態とさせる手段と、を
有し、
　前記第２遊技状態で前記判別手段の判別結果を示すために実行される演出の実行中にお
いて、前記複数の表示領域のうち一部の表示領域で表示動作が行われている間に、前記第
２期間の間は少なくとも変位しない所定の変位部材の変位動作が行われ得る構成であるこ
とを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、判別条件の成立に基づいて、判別
を実行する判別手段と、その判別手段の判別結果を示すための第１の識別情報を表示可能
な表示手段と、その表示手段において前記第１の識別情報を動的表示させてから前記判別
手段の判別結果を示すための前記第１の識別情報を表示させることが可能な動的表示手段
と、前記表示手段に、特定の判別結果に対応する前記第１の識別情報が表示されたことに
対応して、遊技者に有利となる特典遊技を実行する特典遊技実行手段と、を有するもので
あり、前記特典遊技が終了した後の遊技状態として、第１遊技状態と、その第１遊技状態
よりも遊技者に有利な第２遊技状態と、を少なくとも含む複数の中から１の遊技状態を設
定する遊技状態設定手段と、所定の報知を実行可能な第２の識別情報を少なくとも表示可
能な複数の表示領域と、前記判別手段の判別が実行されたことに基づいて、前記複数の表
示領域のうち一部の表示領域を用いて前記第２の識別情報を動的表示させ、当該第２の識
別情報の動的表示において所定の表示領域に対して予め定められた特定の識別情報を表示
させることで前記特定の判別結果となったことを報知し、前記複数の表示領域に対して予
め定められた特定の組み合わせの前記第２の識別情報を表示させることで前記特典遊技が
終了した後の遊技状態が前記第２遊技状態となることをも報知することが可能な表示制御
手段と、を備え、前記表示制御手段は、前記判別手段の判別結果が前記特定の判別結果と
なった場合に、当該特定の判別結果を報知するための前記第２の識別情報が動的表示され
る期間である第１期間に連続する期間であって前記特典遊技が実行される期間のうちの少
なくとも一部である第２期間において、前記複数の表示領域に前記第２の識別情報が停止
表示された状態となるように表示制御可能であり、前記遊技機は、前記第２期間における
演出として第１演出を実行する第１演出実行手段と、前記第２遊技状態における演出とし
て、前記第１演出が実行されている場合に示される遊技と同一の遊技を遊技者に示すこと
が可能な特定演出態様を少なくとも含む第２演出を実行する第２演出実行手段と、前記第
１期間において表示された前記特定の識別情報に対応する情報が、前記第２期間において
前記複数の表示領域のうち一部の表示領域に表示された状態とさせる手段と、を有し、前
記第２遊技状態で前記判別手段の判別結果を示すために実行される演出の実行中において
、前記複数の表示領域のうち一部の表示領域で表示動作が行われている間に、前記第２期
間の間は少なくとも変位しない所定の変位部材の変位動作が行われ得る構成である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１０】
　本発明の遊技機によれば、判別条件の成立に基づいて、判別を実行する判別手段と、そ
の判別手段の判別結果を示すための第１の識別情報を表示可能な表示手段と、その表示手
段において前記第１の識別情報を動的表示させてから前記判別手段の判別結果を示すため
の前記第１の識別情報を表示させることが可能な動的表示手段と、前記表示手段に、特定
の判別結果に対応する前記第１の識別情報が表示されたことに対応して、遊技者に有利と
なる特典遊技を実行する特典遊技実行手段と、を有するものであり、前記特典遊技が終了
した後の遊技状態として、第１遊技状態と、その第１遊技状態よりも遊技者に有利な第２
遊技状態と、を少なくとも含む複数の中から１の遊技状態を設定する遊技状態設定手段と
、所定の報知を実行可能な第２の識別情報を少なくとも表示可能な複数の表示領域と、前
記判別手段の判別が実行されたことに基づいて、前記複数の表示領域のうち一部の表示領
域を用いて前記第２の識別情報を動的表示させ、当該第２の識別情報の動的表示において
所定の表示領域に対して予め定められた特定の識別情報を表示させることで前記特定の判
別結果となったことを報知し、前記複数の表示領域に対して予め定められた特定の組み合
わせの前記第２の識別情報を表示させることで前記特典遊技が終了した後の遊技状態が前
記第２遊技状態となることをも報知することが可能な表示制御手段と、を備え、前記表示
制御手段は、前記判別手段の判別結果が前記特定の判別結果となった場合に、当該特定の
判別結果を報知するための前記第２の識別情報が動的表示される期間である第１期間に連
続する期間であって前記特典遊技が実行される期間のうちの少なくとも一部である第２期
間において、前記複数の表示領域に前記第２の識別情報が停止表示された状態となるよう
に表示制御可能であり、前記遊技機は、前記第２期間における演出として第１演出を実行
する第１演出実行手段と、前記第２遊技状態における演出として、前記第１演出が実行さ
れている場合に示される遊技と同一の遊技を遊技者に示すことが可能な特定演出態様を少
なくとも含む第２演出を実行する第２演出実行手段と、前記第１期間において表示された
前記特定の識別情報に対応する情報が、前記第２期間において前記複数の表示領域のうち
一部の表示領域に表示された状態とさせる手段と、を有し、前記第２遊技状態で前記判別
手段の判別結果を示すために実行される演出の実行中において、前記複数の表示領域のう
ち一部の表示領域で表示動作が行われている間に、前記第２期間の間は少なくとも変位し
ない所定の変位部材の変位動作が行われ得る構成である。
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